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修学旅行近づく！！ 
 いよいよ、修学旅行が近づいてきました。準備の方は進ん 

でいますか？実行委員会を中心に、様々な取り組みをして、 

色んな事を決めました。いよいよ本番です。ルール・マナー 

を守って、みんな楽しく安全な旅行になるようにしましょう。 

 ★生徒のみなさんへ★ 

 ① 忘れ物のないように準備をし、持ち物には名前をしっ 

かり書いておこう。 

 ② 4 日には持ち物チェックをします。大かばんは郵送します。別けて荷造りして持ってくるように。 

 ③ 体調管理はしっかりし、当日の朝は遅刻しないようにしよう（8：40 西明石駅に集合完了） 

 ④ 不要物は絶対持ってこないようにしよう。 

 ★保護者の皆様へ★ 

 ① 3 日間の行程が無事に進むように、ご家庭でも体調管理や準備などをご協力していただければ助

かります。 

 ② 不要物などを持っていかないように、ご家庭でもご確認、ご協力していただければ助かります。 

 ③ 当日の朝は、余裕を持って家を出られるように、ご協力お願いいたします。 

 ④ 欠席の場合や、修学旅行期間中に何かありましたら、本部携帯にご連絡ください。 

   携帯番号 A ０８０－５３５４－６３５０ B ０９０－９２１６－９３９８ 

第４回道徳「ほっちゃれ」 
 今回の道徳は、鮭は必ず生まれた川に戻り、自らの体をぼろぼろにしなが 
ら産卵を終えると、静かに死を迎える。その神秘的でドラマチックな生涯は、 
力強く感動的である反面、哀しくもあり、切なくもある。彼らの最後の姿 
「ほっちゃれ」に向ける筆者の眼差しと思いを通して、自然の摂理の厳しさ 
と気高さを感じ取り、人知を超えたものの美しさや神秘に感動する心や、怖 
れ敬う気持ちを養うことができた。 
 【生徒の感想より】 

 ☆ 今日の授業で学んだことは、人とは違う生き物の死に方は、少し切ないと思いました。そのこと

を考えてみると、僕ら人間の死に方は、まだしあわせな死に方が多いと思いました。なので、そん

なことを考えながら僕を産んでくれた父と母に感謝したいです。 

 ☆ どんなに辛い状況でも、卵を産まなければならない鮭の姿に感動しました。こういう生き方がで

きるから、生きることに達成感が生まれて、ほっちゃれになっても後悔しないのだと思いました。 

 ☆ 僕はこのほっちゃれを聞いて、改めて鮭の寿命の短さや、子どもを産むための過酷な道のりなど

を知りました。だから、人間は子どもを産んでも死なないのでありがたいことだから、命を大切に

生きようと改めて思いました。 

 ☆ 自分の命をかけて役目を果たす鮭を、私は可哀相だとか哀しみの気持ちではなく、尊敬すべきだ

と思った。どうせ死ぬにしても、最後までやりきるのはすごい。 

 ☆ 鮭は命がけで川を遡上し、子どもを産んで死んでいく一生で、僕はどうしてそこまでして、子ど

もを残そうとするかが不思議でした。男の人はぼろぼろになりながら、子どもを残そうとした鮭に

敬意を感じたんだと思いました。 

着こなしセミナー感想文 その２ 
 ○ 今日の着こなしセミナーは、制服の大切さや、人の第一印象の大切さなどが知れました。まずは、

制服のことで、制服をだらしなく着ていると、その人の通っている学校自体の印象が悪くなるし、つな

げて言えば、その学校に通っている生徒なども印象が悪くなってしまうので、制服を整える事やその人

の言動や行動などのふるまいも大切ということを知れました。他にも、制服だけでどんな仕事の人かが

わかっているし、人の服装への意識も大切ということを知れたのでよかったです。（3 組 男子） 

 ○ 今日の着こなしセミナーでは、制服の大切さや着ることのメ 

リットがわかったのでよかったです。何回か聞いたことのあるセミ 

ナーだったけど、毎回知識として頭に入れるので、制服のことに関 

しては、頭が良くなったと思います。これから高校の受験に向けて、 

勉強だけではなく、風紀面でも気をつけなければいけないので、毎 

回のセミナーはとても役に立つものになったと思いました。長い時 

間のセミナーだったけど、集中して聞くことができたのはとてもよ 

いことだと思ったし、セミナーに対しての姿勢もよかったと思うの 

で、これからも集中したいと思います。（6 組 女子） 

 ○ もう 3 回目になるけど、また再確認することができました。 

「～ウェア」という種類分けなどの知識はもちろん、TPO をわき 

まえる大切さを学びました。一番心に残ったことは、「制服は自分 

がどう思うかではなく、周りが見てどう思うかが大切」ということです。制服は所属や階級などを示し、

学校の象徴であるから、着ているときの責任は重く、ON と OFF のけじめがつけられると気づかされま

した。私は小学校の頃から制服で、私服がいいなと思ったこともあったけど、今では制服でよかったと

思います。また、第一印象の重要さも改めて知りました。今回学んだことを面接の際に生かしていきた

いです。（4 組 女子） 
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